
 

 

 

 

 

 

 

 

●「実証実験・広川チルドレンズパーク１＆２」の検証をしました！ 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プログラム 

１．開会  

２．振り返り  

３．班分け 

４．実証実験の検証 

５．事業内容の検討 

６．閉会 

 

 

１月２２日１９時から役場３階大会議室で、１０人のワーク

ショップ委員の方に参加頂き「子どもの遊び場ワークショップ

５」を開催しました。はじめに１１月１５日に開催したワーク

ショップ４、次に１１月２６日に開催した「広川チルドレンズ

パーク２」の振り返りを行いました。 

その後、実証実験チルドレンズパークの評価、次年度の「子

どもの遊び場事業内容の検討」を行いました。 

 

総合戦略の課題である子育て世代の増加をめざして作る「子どもの遊び場」の実証実験として行

った「広川チルドレンズパーク１＆２」を、ヒアリングやワークショップの意見をもとにして子ど

もの遊び場づくりにどのように役立つか検証しました。  
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201８年１月発行 問い合わせ：広川町建設課 0943-32-1157 

 

実証実験の評価表 



●来年度の事業内容について、意見交換しました。 

 

 来年度の子どもの遊び場づくり事業として、新しい遊び場の拠点となる①公園再整備、遊びの楽し

さを広める②広川チルドレンズパーク、全町挙げて遊びを支援する③遊びボックス、人と人との遊び

の繋がり作りを目指す④遊びのサポーター育成が提案されました。 

 具体的には①公園の再整備については、前回ワークショップで第1候補に挙げられたグリートパー

ク公園は敷地内の高圧鉄塔によるスペース問題により、次候補だった竜光寺公園の再整備を行うこ

と、今年度同様に②広川チルドレンズパークを開催すること、産業展示会館への展開も含めた③遊び

ボックスの運用、遊びを支援する④サポーターの養成などが提案され、各班で意見交換をしました。 
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① 公園の再整備 

③ 遊びボックス ② 広川チルドレンズパーク 

◆竜光寺公園の再整備について 
1 班 
・広さは十分だ・坂を活かしたい・見通しを良く  す
る・坂道の土手は上側と下側（トイレに近く）をなく
す 
2 班 
・公園への見通しをよくする。（高低差のない西部分
がいいのでは）・ヒロチルをするには広すぎるのでど
う使うかが難しい・定期的な飲食の出店が出せるよう
になればいい・木を伐採して児童遊園と一体化するの
がいい 
３班 
・場所はいいけどやはり閉鎖的なので土手はなくした
い（部分的）・木の伐採・広場だけでいい・ツツジが
いらない 

 

◆遊びボックスについて 
1 班 
・公園の広さに対して、遊びボックスの遊具と利
用者だけではがら～んとしそう・保育園の利用が
考えられる・スタッフが必要だ 
2 班 
・公民館とか需要はありそう・こちらかうまく
PR、広報をやれば面白い 
3 班 
・まちの周辺部への移動をやると人気が出る・月
に 1度稼働すればいい方かも・こどもの通う小学
校から自宅までの距離が 2 キロあるという子は
たくさんいるので、帰宅が遅くなったら心配か
も・学童は使うかもしれない 

 


